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胞質) の 2 つの独立した細胞内区画発現系を同時に機能させたのち、磁性細菌粒子を抽出する過程で結合さ
せる in vitro docking法の開発を行った。モデルタンパク質である抗β-Galactosidase単鎖抗体－IgG Fc融合タ
ンパク質 (scFv-Fc) は、磁性細菌粒子上のアンカータンパク質Mms13と Fc結合タンパク質 (ZZ) の融合タ
ンパク質 (Mms13-ZZ) と磁性細菌粒子抽出過程で結合 (in vitro docking) したことが確認された。2量体形成
とλ軽鎖特異抗体による構造認識から、磁性細菌粒子上に捕捉された scFv-Fcは狙い通りペリプラズムでS-S
結合を形成し正しく折り畳まれたものと考えられた。また、従来型の直接発現法では抗原結合活性が認めら







プラズム発現系と磁性細菌粒子 (細胞質) 発現系を同時に行い、in vitro でドッキングさせる手法は本研究が
初めての試みである。本研究は S-S結合を有する外来タンパク質を表面に有する磁性細菌粒子の新規作製技
術を提供するものであり、表面抗原を利用した細胞分離やリガンド－受容体、細胞内蛋白質間の相互作用の
解析等、基礎研究における利用のみならず、創薬探索におけるアゴニスト/アンタゴニスト同定や体外診断薬
用の担体としての有用性が期待できる。 
 
 
 
 
 
 
